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飼
料
基
盤
整
備
事
業
で

　　昭和49年

　　5　月　　回

議質東郷町役場

坪
谷
川
に
赤
松
橋
完
成

　
本
町
は
昭
和
四
十
二
年
度
に
肉
用
牛

振
興
計
画
を
た
て
、
四
十
七
年
度
に
は

新
農
林
業
振
興
計
画
に
よ
り
千
二
百
頭

の
肉
長
腎
、
子
牛
生
産
五
百
三
十
頭
を

基
本
に
五
十
年
度
に
は
千
七
百
頭
の
肉

用
牛
飼
育
と
子
牛
生
産
七
百
九
十
頭
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
農

協
有
牛
畜
産
振
興
資
金
な
ど
に
よ
り
、

優
良
基
礎
牛
を
導
入
し
、
改
良
増
殖
対

策
を
積
極
的
に
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
四
十
八
年
度
と
四
十
九
年
度

の
継
続
事
業
で
、
仲
深
区
の
赤
松
地
区

で
飼
料
基
盤
整
備
事
業
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
飼
料
畑
や
牧
草
地

の
造
成
な
ど
に
要
す
る
事
業
に
対
し
て

国
と
県
が
六
五
％
の
補
助
金
を
交
付
す

る
と
い
う
有
利
な
事
業
で
す
。

　
四
十
八
年
度
事
業
で
は
四
千
百
二
十

二
万
五
千
円
で
長
さ
六
十
三
層
、
幅
四

諸
の
赤
松
橋
（
H
型
鋼
橋
）
を
坪
谷
川

に
か
け
る
と
と
メ
。
に
、
農
牧
道
六
百
五

十
六
屑
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
四
十
九
年
度
に
は
千
八
百
八

十
六
万
五
千
円
を
か
け
て
農
牧
道
三
百

二
十
擁
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
牧
草

地
五
・
四
三
吟
を
造
成
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
こ
の
地
区
で
は
十
三
戸
の
農
家

が
二
・
三
診
の
飼
料
畑
と
、
一
・
二
診

の
野
草
地
を
利
用
し
て
十
七
頭
の
肉
用

牛
を
飼
育
し
て
お
り
、
飼
料
の
自
給
率

は
六
六
・
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
飼
料
作
物
と
牧
草
作
付

面
積
を
二
二
・
二
診
に
ふ
や
し
、
飼
料

自
給
率
を
八
二
・
五
％
に
ま
で
高
め
、

六
十
五
頭
の
肉
用
牛
を
飼
養
、
四
十
八

頭
の
子
牛
を
生
産
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
本
町

畜
産
の
振
興
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
一

日
で
も
早
い
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

第
三
日
曜
日
（
十
九
日
）
は
家
庭
の
日

⑱

索

　
愛
鳥
週
間
　
山
。
ら
っ
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
の
風
は
山
、
、

わ
や
か
に
、
野
や
山
は
緑
一
色
に
包

ま
れ
て
、
青
葉
の
季
節
が
や
｛
．
て
き

ま
し
た
。

▽
立
春
か
ら
数
え
て
八
十
八
日
目
、

二
日
は
「
、
八
十
八
夜
」
で
す
．
、

　
〃
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
…
…
〃

新
茶
の
香
り
に
「
あ
＼
夏
が
…
」
い

よ
い
よ
近
づ
い
た
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。
町
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
茶

摘
み
が
始
ま
り
ま
し
た
．
、
茶
摘
み
は

立
ち
ど
お
し
で
す
の
で
、
な
か
な
か

骨
の
お
れ
る
仕
事
で
す
．
、
摘
ん
だ
茶

の
葉
は
大
き
な
カ
マ
で
長
い
時
間
い

り
あ
げ
ま
す
が
、
最
近
は
こ
の
よ
う

な
情
景
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

▽
十
日
は
「
バ
ー
ド
デ
ー
」
で
、
こ

の
日
か
ら
一
週
間
を
「
愛
鳥
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
．
．
野
鳥
の
数
は
減
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
豊

か
な
緑
を
保
護
す
る
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
ら
野
鳥
も
保
護
し
て
い
く
よ
う

み
ん
な
で
努
め
ま
し
ょ
う
。

ふ
る
さ
と
は
山
の
お

く
な
る
山
な
り
き
う

ら
若
き
母
の
乳
に
す

が
り
き
　
　
牧
　
水
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改築郷申学校を東

　
昭
和
四
十
九
年
度
に
入
り
ま
し
た
、

町
制
を
し
い
て
ち
ょ
う
ど
五
周
年
を
迎

え
て
さ
ら
に
飛
躍
発
展
を
め
ぎ
す
年
で

す
。
ま
す
ま
す
軌
道
に
の
る
生
活
環
境

の
整
備
事
業
、
そ
し
て
高
く
広
く
ふ
く

れ
る
福
祉
施
策
1
そ
の
実
現
の
た
め

ー

ー

　
三
月
定
例
町
議
会
で
、
昭
和
四
十
九

年
度
の
一
年
間
、
町
の
各
事
業
の
台
所

を
ま
か
な
う
予
算
が
き
ま
り
、
四
月
一

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
、

　
「
国
の
新
年
度
予
算
は
、
物
価
の
早

急
な
安
定
を
期
す
る
た
め
総
需
要
抑
制

に
最
大
限
の
努
力
を
は
ら
っ
て
い
ま
す

が
、
町
と
し
て
は
こ
の
基
本
方
針
に
そ

い
な
が
ら
も
後
進
性
の
強
い
町
の
現
状

か
・
．
っ
開
発
型
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

限
ら
れ
た
財
政
力
下
、
国
の
施
策
に

期
待
し
な
が
ら
、
農
林
業
と
併
行
し
て

商
工
業
の
振
興
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

福
祉
予
算
を
増
額
し
て
豊
か
な
精
神
面

．
の
生
活
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

町
民
が
健
康
で
豊
か
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
総
力
を
あ
げ
る
覚
．
悟
で
す
。
」

一
新
年
度
予
算
の
提
案
・
所
信
表
明

で
、
小
野
町
長
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
ま

し
た
。

　
昭
和
四
十
九
年
度
の
一
般
会
計
予
算

の
総
額
は
九
億
六
百
五
十
万
円
、
前
年

度
よ
り
二
億
三
千
七
百
九
十
万
円
お
よ

そ
三
五
・
六
％
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
で
も
建
設
関
係
予
算
が
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
以
下
、
四
十
九
年
度
予
算
の
あ
ら
ま

し
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
、

に
一
般
会
計
は
九
億
六
百
五
十
万
円
と

昨
年
度
に
比
べ
て
三
五
・
六
％
も
伸
び

ま
し
た
。
町
民
一
人
当
り
十
三
万
円
に

（
、
5
る
超
大
型
。
特
別
会
計
を
合
わ
せ
る

と
、
本
町
と
し
れ
は
初
め
て
の
十
億
円

台
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

ミ
ミ
ミ
ミ
○
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
、
、
，
＼

歳
　
入

　
で
は
、
ま
ず
歳
入
か
ら
み
て
み
ま
し

よ
う
。
歳
入
の
う
ち
わ
た
し
た
ち
町
民

の
納
め
る
町
税
は
五
三
七
十
三
万
円
、

全
体
の
五
・
六
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
の
額
は
前
年
よ
り
八
百
三
十

九
万
円
の
増
、
町
民
の
所
得
が
ふ
え
る

こ
と
に
よ
る
自
然
増
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
町
税
の
う
ち
町
民
税
は
七
百
九
十
二

万
円
、
固
定
資
産
税
が
二
千
八
百
十
万

円
、
軽
自
動
車
税
が
二
百
二
十
一
万
円

で
、
町
内
の
た
ば
こ
店
か
ら
た
ば
こ
を

買
う
こ
と
に
よ
っ
て
入
る
消
費
税
も
九

百
四
十
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
分
の
［
．
が
　
　
最
大
の
財
源
が
地

　
地
方
交
付
税
　
　
方
交
付
税
の
二
億

九
千
五
百
万
円
で
、
全
体
の
三
二
・
五

％
に
当
た
り
ま
す
。

　
町
債
は
一
億
二
千
六
百
万
円
。
こ
れ

は
、
町
が
借
金
を
し
て
建
設
事
業
に
充

当
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
事

業
を
実
施
す
る
の
に
伴
な
い
交
付
き
れ

る
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
が
主
な
財

源
で
す
が
、
な
お
か
つ
不
足
す
る
財
源

に
あ
て
る
た
め
に
財
産
収
入
を
九
千
三

百
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

姥
挫
医
療
費
の
公
費
負
担

　
老
人
福
祉
で
は
、
医
療
費
の
公
費
負

担
に
千
五
百
六
十
九
万
円
と
大
き
く
計

上
。
こ
の
ほ
か
健
康
診
査
費
、
家
庭
奉

仕
員
費
、
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
金
、
八
十

歳
以
上
の
省
令
者
に
対
す
る
敬
老
記
念

品
代
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
老
人
ホ
ー
ム
鈴
学
園
に
要
す

る
経
費
と
し
て
二
千
七
百
六
十
万
円
、

老
人
福
祉
館
運
営
費
を
計
上
、
ず
ら
り

老
人
福
祉
施
策
が
顔
を
並
べ
ま
し
た
。

　
児
童
福
祉
で
は
、
い
よ
い
よ
こ
と
し

か
ら
児
童
手
当
が
完
全
実
施
と
な
り
、

年
令
が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
・
生

徒
ま
で
拡
大
き
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
対

象
者
が
約
七
十
人
増
加
、
千
二
百
十
八

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
と
し
は
新
規
事
業
と
し
て

三
歳
以
下
の
乳
幼
児
の
入
院
医
療
費
を

助
成
す
る
こ
と
に
し
て
四
十
万
円
を
計

上
、
児
童
の
健
康
増
進
を
は
か
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
事
業
と
し
て
暴
風
、
豪
雨
な

で
の
自
然
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
町
民

．
の
遺
族
に
対
し
て
、
災
害
弔
慰
金
ψ
甲
二

人
当
り
五
十
万
円
支
給
す
る
こ
と
で
五

十
万
円
を
計
上
。
自
然
災
害
に
よ
り
被

歳
　
出
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唐
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建
設
事
業
費

　
こ
ん
ど
は
歳
出
を
性
質
別
に
み
て
み

ま
し
よ
う
。

　
本
年
度
は
東
郷
中
学
校
の
校
舎
建
設

を
は
じ
め
と
し
て
、
各
計
画
に
よ
り
生

活
環
境
の
整
備
充
実
と
町
民
福
祉
の
向

上
に
重
点
を
お
き
予
算
を
編
成
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
普
通
建
設
事
業
費
に

は
前
年
度
を
大
幅
に
上
ま
わ
っ
て
四
億

五
千
八
百
万
円
を
授
じ
、
全
体
の
五
〇

・
五
％
を
占
め
る
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
人
件
費
は
二
億
一
千
二
百
万
円
で

全
体
の
二
三
・
六
％
、
物
件
費
は
六
千

三
百
万
円
、
各
種
負
担
金
も
五
千
六
百

万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

害
を
受
け
た
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
て

災
害
援
護
資
金
を
二
十
万
円
か
ら
五
十

万
円
（
災
害
の
種
類
で
異
な
る
）
を
貸

付
け
る
こ
と
で
百
万
円
を
計
ヒ
し
ま
し

た
。　

環
境
保
全
、
保
健
　
　
法
定
予
防
接

　
衛
生
に
力
づ
く
ず
　
　
種
の
徹
底
と

成
人
者
の
健
康
管
理
の
充
実
を
は
か
る

た
め
予
防
費
と
し
て
五
百
七
十
七
万
円

を
計
上
。
母
子
健
康
の
増
進
、
妊
産
婦

や
乳
幼
児
の
検
診
も
継
続
し
ま
す
。
低

所
得
の
母
子
を
対
象
に
、
栄
養
強
化
を

は
か
る
た
め
ミ
ル
ク
の
支
給
を
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
六
十
四
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
日
向
市
と
共
同
で
す
す
め
て
い
る
し

尿
処
理
場
が
完
成
し
た
の
に
伴
な
い
、
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日
向
東
郷
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
と
し

て
五
百
六
十
四
万
円
を
計
上
。
新
規
事

業
と
し
て
当
面
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を

処
理
す
る
た
め
に
購
入
し
た
焼
却
炉
の

補
助
と
し
て
六
十
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
と
し
か
ら
ニ
カ
年
計

画
で
日
向
市
と
共
同
で
ご
み
処
理
場
を

建
設
す
る
こ
と
で
厚
生
省
に
計
画
書
を

提
出
し
て
い
ま
す
、

農
道
の
舗
装
な
ど

生
産
条
件
の
整
備
は
か
る

　
き
て
、
農
林
業
の
振
興
面
で
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
農
業
で
は
、
高
能
率
養
蚕
経
営

団
地
形
成
事
業
、
農
業
近
代
化
資
金
や

経
営
資
金
の
利
子
補
給
、
農
協
有
牛
予

託
事
業
利
子
補
給
な
ど
の
補
助
金
、
負

担
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
農
業
生
産
条
件
を
整
備
拡
充
す

る
た
め
赤
松
地
区
の
飼
料
基
盤
整
備
事

業
（
飼
料
畑
造
成
と
農
牧
道
工
事
）
に

九
百
四
十
二
万
円
、
農
道
八
本
（
う
ち

一
は
橋
）
の
改
良
、
舗
装
な
ど
の
工
事

費
に
七
千
六
百
四
十
五
万
円
、
そ
の
他

農
道
工
事
等
に
対
す
る
補
助
金
や
負
担

金
二
千
六
百
四
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。　

開
パ
事
業
で
は
未
こ
ん
地
の
開
こ
ん

と
開
こ
ん
地
の
換
地
に
要
す
る
経
費
を

計
上
。
日
田
尾
地
区
で
十
鴛
、
寺
追
日

平
地
区
で
六
・
五
診
の
農
地
の
開
こ
ん

と
換
地
、
日
田
尾
と
広
瀬
間
の
幹
線
道

路
千
二
百
溜
の
工
事
の
た
め
に
二
百
三

十
八
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
構
造
改
善
　
　
こ
と
し
か
ら
昭

和
五
十
二
年
度
ま
で
の
四
力
年
継
続
事

業
で
、
農
業
構
造
改
善
事
業
を
実
施
、

六
千
五
十
三
万
円
を
計
上
し
て
稚
蚕
飼

育
所
の
増
設
と
機
械
の
自
動
化
、
ま
ゆ

集
荷
所
一
棟
と
壮
蚕
共
同
飼
育
所
六
棟

の
建
設
、
暖
房
機
具
六
台
分
の
施
設
費

に
あ
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
林
業
で
は
、
町
有
林
の
管
理
、
し
い

た
け
生
産
の
近
代
化
な
ど
に
三
千
七
百

十
九
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
、

生
活
環
境
の
整
備

　
町
道
の
整
備
で
は
、
公
共
事
業
の
東

郷
橋
－
稲
葉
野
線
ほ
か
三
路
線
の
改
良

と
路
面
洗
掘
の
は
な
は
だ
し
い
路
線
の

生
コ
ン
舗
装
、
町
道
改
修
工
事
な
ど
に

要
す
る
費
用
に
九
千
九
百
六
十
五
万
円

を
計
上
。
公
営
住
宅
を
十
戸
建
設
す
る

工
事
費
に
三
千
二
百
三
十
二
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
業
務
無
線
設
置
委
託
費

と
し
て
四
百
六
十
万
円
を
計
上
し
、
災

害
時
ば
か
り
で
な
く
常
時
県
と
直
結
し

た
無
線
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
防
火
水
槽
、
消
防
器
庫
、
可
搬
ポ

ン
プ
購
入
等
施
設
費
に
七
百
二
十
六
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

青
年
の
国
内
研
修

　
教
育
面
で
は
、
町
立
の
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
の
管
理
費
、
教
材
費
な

ど
を
計
上
し
た
ほ
か
、
東
郷
中
学
校
の

危
険
校
舎
を
改
築
す
る
こ
と
に
し
て
一

億
二
千
百
三
十
八
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
学
校
、
社
会
、

家
庭
が
有
機
的
な
結
び
つ
き
を
保
ち
な

が
ら
、
豊
か
な
人
づ
く
り
、
町
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
と
成

人
教
育
を
重
点
に
と
り
あ
げ
て
い
ま

す
。
新
し
い
試
み
と
し
て
、
友
好
町
の

幕
別
町
と
の
交
流
を
深
め
る
意
味
で
、

青
年
の
国
内
研
修
旅
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
．

㎜
特
別
会
計

…
病
院
事
業
会
計

llll181111IIIillI1皿
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昭和49年度会計別当初予算

9億0，650．0万円

1億，3320．0万円

1億2，610．0万円

　　　710，0万円

1億4，123．1万円

11億8，093．1万円

一般会計

特別会計

　国民健康保険事業

　簡易水道事業

病院事業会計

計合

一般会計予算額

50．733

　　　その他
町税　　　（5，1％、

（56％）

地方公付税
　　295．000

　　（32．5％｝

＼
ツ．咽㌻

〆歳入
906，500キ円

、（100％）

51．335 諸収交

（5．7％）

財産収入
　93，954

　（10．4％）

甲
　
．

国庫支出金
　107，943

　（IL9％）

辱
亀

町　債
126，100

（13．9％）

県支出金
135，168

（14．9％）

＼避∴・、＝＝．

農林水産業費
249，480　（27，5％）

L．

講　　　の他
　　　6．6％）．

評
“

42．938

民生費
94，104

（10．4％｝

／歳出1
906，500千円

　（100％）

総務費
99，350

（11．o％）

教育費
204，588

（22．6％）

∋

土木費
155，517

（17．2％）

魅 ・
、

　
△
国
民
健
康
保
険
事
業
▽

　
前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
二
八
％

の
増
に
な
り
ま
し
た
。
歳
出
予
算
増
加

の
主
な
も
の
は
、
こ
と
し
二
月
一
日
か

ら
医
療
費
が
引
上
げ
ら
れ
た
こ
と
と
こ

と
し
か
ら
発
足
し
た
高
額
療
養
費
制
度

に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
助
産
費

を
一
万
円
か
ら
二
万
円
に
引
上
げ
ま
し

た
。　

△
簡
易
水
道
事
業
▽

　
既
設
の
簡
易
水
道
施
設
維
持
管
理
費

で
す
。

　
△
病
院
事
業
会
計
▽

　
前
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
実
施
し

て
い
る
病
院
改
築
工
事
の
費
用
が
主
な

も
の
で
、
ほ
か
に
医
療
用
機
械
器
具
、

人
件
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
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七
月
か
ら
高
額
療
養
費
制
度

助
産
費
も
二
万
円
に

国
保
条
例
の
改
正
に
よ
り

昭49．5．1

　
三
月
の
定
例
町
議
会
で
、
東
郷
町
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

て
、
助
産
費
を
こ
れ
ま
で
の
一
万
円
を

二
万
円
に
引
上
げ
、
新
し
く
高
額
療
養

費
の
制
度
が
も
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
高
額
療
養
費
の
制
度
は
、
被
保

険
者
が
一
ヵ
月
に
同
じ
病
院
や
診
療
所

な
ど
で
、
三
万
円
以
上
の
医
療
費
（
一

部
負
担
金
）
を
支
払
っ
た
場
合
に
、
こ

の
三
万
円
を
こ
え
た
額
を
あ
と
か
ら
払

い
も
ど
し
い
た
し
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
被
保
険
者
は
ど
ん
な
重
い

病
気
に
か
か
っ
て
も
、
医
療
費
は
一
カ

月
に
三
万
円
ま
で
負
担
す
れ
ば
よ
い
こ

　
　
　
　
　
歳
　
　
入

その他（4，7％）

保険税
34，553

27．4％｝

国庫補助金
　　85，617

　（67．9％｝

その他（2．4％）

と
に
な
る
わ
け
で
す
。
た
だ
し
、
病
院

を
か
え
た
り
、
同
じ
病
院
で
も
入
院
と

入
院
外
は
別
に
す
る
な
ど
例
外
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
七
月
一
日
か
ら
実
施
の

予
定
で
す
。

　
こ
こ
で
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と

は
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
は
決
し
て

楽
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

よ
う
な
と
き
に
、
あ
え
て
こ
の
制
度
を

実
施
す
る
こ
と
に
踏
み
き
っ
た
の
は
、

「
病
気
に
な
っ
て
も
金
の
い
ら
な
い
社

会
」
と
い
う
国
保
制
度
の
理
想
に
一
歩

で
も
近
づ
き
た
い
と
い
う
念
願
に
ほ
か

　
　
　
　
　
歳
　
　
出

保険給付費
　　日5，784

　　（9L8％

な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
医
療

費
の
節
約
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

医
療
費
は
保

険
税
の
三
倍

　
昭
和
四
十
九
年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
の
予
算
は
別
図
の
と
お
り
で
す
、

総
額
で
一
億
二
千
六
百
十
万
円
で
す
が

そ
の
主
な
も
の
は
医
療
費
で
、
全
体
の

九
一
・
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
医
療
費
は
保
険
医
の
三
倍
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

（昭和49年度予算）

総務費7，279

フ

保険税額と給付額

対前年度比額金分区

125．7％27，881円額税険保1世帯

128．386，059額付給り当

127．57，473

130．223，067

額
　
額

税険保人1

付り 給当

意
見
の
交
換
を
し
た
ば
か
り
で
あ
っ

　
た
、
町
議
会
で
は
総
務
委
員
長
の
要

　
職
に
あ
り
、
将
来
を
し
ょ

　
く
旨
き
れ
て
い
た
だ
け
に

四
十
七
歳
の
若
さ
で
一
生

を
終
る
と
い
う
こ
と
が
惜

し
み
て
も
余
り
あ
る
こ
と

　
で
あ
っ
た
。

　
若
さ
の
故
も
あ
っ
て
直
情
径
行
の

人
物
、
思
っ
た
こ
と
は
ず
ば
り
と
言

　
っ
て
の
け
、
行
動
力
も
抜
群
な
熱
血

険
で
あ
っ
た
。

　
四
月
三
日
の
葬
儀
の
日
は
、
ニ
ュ

　
ー
ギ
ニ
ヤ
で
戦
死
さ
れ
た
父
君
の
慰

　霊
祭
の
行
な
わ
れ
た
日
で
、
父
な
き

あ
と
十
六
歳
の
同
君
は
以
来
一
家
の

中
心
と
し
て
母
君
を
ま
も
り
、
弟
妹

　を
た
す
け
、
苦
難
の
幾
春
秋
で
あ
っ

贈
た
ろ
う
。

　
四
月
四
日
に
は
、
元
村
長
で
県
議

　会

ﾌ
議
長
・
歴
響
れ
・
κ
甲
輩
、
平

、
－
、
i
㌦
＼
ぐ
＼
、
，
く
＼
、
，
し
＼
㌧
（
＼
＼
．
k
～
、
＼
ご
、
＼
ぐ
～
．
㌦
’
一
・
～
　
、
！
、
～
　
、
－
．
一
・
～
、
’
k
＼
く
〆
、
・
＼
く
を

帝
表

終
戦
の
混
乱
時
期
に
民
告
安
定
　

縫
響
弛
誌
霧
襲
湖

中
に
は
東
郷
僑
、
．
八
重
原
橋
を
同
薫

に
か
け
る
と
い
う
大
き
な
事
業
を
さ
ず

れ
た
。
人
間
的
に
は
無
欲
淡
白
で
、
　
、

ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
た
る
人
柄
は
だ
れ
も
F

が
好
感
を
も
っ
て
迎
え
た
。

　
東
郷
橋
の
架
橋
は
、
昭
和
二
十
三

年
の
施
工
で
あ
っ
た
か
ら
、
工
事
担
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灘
騙
擁
贈
鷺

　　

@
　
。
て
励
・
よ
し
を
き
れ
た
．
　

鯉
　　

@編

ﾂ
頚
却
　

黙
り
、
自
か
ら
も
歌
を
よ
く
し
た

・
児
等
は
み
な
み
ね
て
書
け
し
妻
と
へ

　
二
人
年
越
の
宵
を
銭
か
ぞ
え
み
る
一

　
無
欲
の
甲
誓
ん
も
年
越
し
μ
二

鐵
驚
特
る
》
．
　

文
化
人
と
の
交
遊
3
。
あ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

@
講
鞍
馨
の
夜
の
続
　

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
　
　
・
三
三
舗
雛
説
　

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@曲�
ｩ
け
め
ぐ
．
て
い
。
、
の
で
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
の
春
は
雨
が
少
な
く
、
そ
へ

灘
饗
∵
灘
懸
搬
鑑

置
．
．
譲
峰
㌦
遊
罷
逸
濃
ー
ー
ー
、
～
’
：
、
除
野
遇
恥
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喜楽会が奉仕作業

役場やで人福祉館を清掃
4

　
小
野
田
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
喜
楽
会

（
会
長
橋
口
千
利
－
会
員
百
十
人
）
の

お
と
し
よ
り
た
ち
が
、
四
月
二
十
五
日

に
町
役
場
や
老
人
福
祉
館
な
ど
の
清
掃

を
し
ま
し
た
。

　
喜
楽
会
は
町
の
中
心
部
で
あ
る
小
野

田
区
の
六
十
五
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り

た
ち
で
組
織
し
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
で

す
。
役
場
や
老
人
福
祉
館
の
あ
る
地
元

の
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
毎
年
二
回
の

奉
比
作
業
で
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
清
掃

を
つ
づ
け
て
い
る
も
の
で
、
こ
と
し
で

五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
六
十
人
の
お
と
し
よ
り
た

ち
が
参
加
し
、
自
分
た
ち
の
施
設
は
自

分
た
ち
の
手
で
美
し
く
し
ょ
う
と
早
朝

か
ら
庭
の
草
む
し
り
な
ど
を
し
て
い
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
こ
ぎ
い
ま
し
た
、

鈴
峰
町
の
み
な
さ
ん
の
篤
士
心
で

安
全
の
祈
り
像
開
眼

蜘

馬

　
国
道
三
二
七
号
線
の
東
郷
橋
三
差
路

付
近
に
高
ふ
・
二
・
五
賢
の
「
安
全
の
祈

り
像
一
が
建
直
≧
れ
、
四
月
二
十
五
日

に
開
眼
（
か
い
げ
ん
）
し
ま
し
た
，

　
町
」
）
．
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鈴
峰
園
に
入

園
し
て
い
る
児
玉
清
六
ふ
、
、
ん
（
9
4
歳
）

は
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
に
入
園
以
来

こ
つ
こ
つ
と
蓄
え
た
老
人
福
祉
年
金
が

十
一
万
円
余
り
に
な
っ
た
の
で
、
何
か

人
の
た
め
に
役
立
て
た
い
と
園
長
に
申

し
出
ま
し
た
。

　
厚
意
を
く
ん
で
東
郷
小
と
東
郷
中
に

そ
れ
ぞ
れ
三
万
円
を
贈
り
、
残
り
に
入

園
者
と
職
員
が
資
金
を
応
援
し
て
、
小

野
田
の
村
田
金
吾
さ
ん
に
「
、
安
全
の
祈

り
像
」
の
製
作
を
依
頼
し
ま
し
た
。
児

玉
さ
ん
の
願
い
を
こ
め
た
石
像
は
き
よ

う
も
安
全
を
祈
っ
て
立
っ
て
い
ま
す
。

・
．
y
7
ー
ー

し

》
郷
士
の
あ
ゆ
み
（
1
7
）

い

、
　
　
　
　
塩
月
儀
市

一ゾ
十
一
、
明
治
時
代
（
二
）

）

～
　
明
治
新
政
府
が
樹
立
き
れ
、
新
し

　
い
政
治
簾
が
う
ち
・
て
ら
れ
・
が

曳
藩
主
が
そ
の
ま
ま
知
藩
事
に
任
ぜ
ら

V
れ
て
地
区
の
政
治
を
担
当
し
ま
し
た

　
の
で
、
簑
は
旧
藩
時
代
莚
長
の

～・

ｴ
が
深
・
＼
政
治
も
旧
藩
時
代
そ
の

～
ま
ま
で
し
た
。
知
嘉
事
は
財
政
の
円

い
乏
を
且
つ
た
め
に
引
き
続
き
盛
亮
一

V
藩
礼
を
発
行
し
ま
し
た
の
で
、
物
価

～
は
上
り
、
明
治
五
年
の
後
半
に
は
藩

㌔
札
イ
ン
フ
レ
を
起
し
、
人
民
は
困
窮

～
し
ま
し
た
。

脚
藩
札
・
宝
歴
三
年
（
；
五
三
）

灘
膿
難

　．
類
で
し
た

》
　
政
府
3
。
明
治
元
年
に
大
政
官
札
を

驚
獄
醜
牒
臨
醜

》
幣
条
例
が
発
布
さ
れ
て
藩
礼
は
次
々

～
に
新
貨
幣
に
交
換
き
れ
て
明
治
八
年

　．
に
よ
う
や
く
藩
札
は
姿
を
消
し
ま
し

㌔
た
。
し
か
し
明
治
十
年
西
南
の
役
の

薫
晒
鞭
籔
簿
楼

へ
　
明
治
六
年
七
月
政
府
は
地
租
改
正

【
条
例
を
発
布
し
、
課
税
標
準
を
地
価

ザ
と
し
税
率
を
地
価
の
百
分
の
三
と
し

（

炉
、
ど
ー
ー
、
’
】
彦
2
－
2
2
》
Σ

一
》
蕩
一
》
．
）
》
》
2
2
2

全
て
金
納
と
し
ま
し
た
。
こ
．
の
改
正
・

は
大
体
明
治
十
五
年
に
は
完
成
し
ま
㍗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
が
、
こ
の
地
租
改
正
で
土
地
所
り

有
権
が
法
的
に
確
認
き
れ
ま
し
た
　
〕

　
こ
の
地
租
改
正
で
最
も
困
難
だ
っ
一

た
の
は
山
林
原
野
の
処
理
こ
た
。
い

旧
藩
時
代
の
林
業
政
羊
は
各
藩
そ
れ
一

そ
れ
異
一
．
た
制
度
を
設
け
て
い
ま
し
や

た
。
延
岡
藩
は
大
別
し
て
留
山
と
手
い

形
山
の
二
種
で
し
た
。
留
山
は
住
民
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

．
の
立
入
を
禁
じ
藩
庁
が
自
ら
保
護
し
‘

た
山
林
で
す
が
、
↓
村
ま
た
は
一
個
㌔

人
の
願
出
に
よ
’
．
て
下
草
税
を
徴
し
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　

’
、
諸
木
の
植
付
を
許
し
成
木
す
る
と
）

薪
炭
、
木
材
な
ど
山
稼
を
許
し
、
搬
　
・

出
に
際
し
．
〃
ゐ
物
口
叩
に
応
隻
、
「
艮

銀
一
を
課
し
ま
し
た
。
手
形
山
は
藩
・

庁
よ
り
手
形
を
下
付
し
て
山
稼
を
許
〉

し
、
こ
れ
も
搬
出
の
際
そ
の
物
品
に
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

「
口
慣
．
＝
を
課
し
ま
し
た
。
　
　
　
い

　
ア
一
れ
等
の
山
は
藩
籍
奉
還
で
官
有
～

と
な
る
べ
｝
、
・
も
の
で
し
た
が
、
そ
の
↑

所
有
権
に
問
題
が
あ
り
、
又
多
く
の
・

疑
問
も
あ
り
調
査
も
至
r
．
て
粗
雑
で
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

し
を
。
生
活
や
利
害
に
直
結
し
た
問
㌔

題
だ
け
に
色
々
と
各
地
に
紛
争
が
起
．

り
ま
し
た
。
こ
と
に
こ
の
地
租
改
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

で
郷
村
の
共
有
地
の
破
壊
き
れ
る
も
）

の
が
多
く
山
林
の
濫
伐
は
は
げ
し
く
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
森
林
は
荒
廃
の
一
途
を
た
ど
り
ゾ

ま
し
た
。
又
一
方
地
租
改
正
の
完
成
｝

期
の
明
治
十
四
年
、
十
五
年
は
米
価
姫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
下
落
し
金
融
は
窮
迫
し
、
不
作
が
　

続
い
て
農
民
は
た
い
へ
ん
困
窮
し
ま
㌧
．

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）



6郷東報町昭49．5．1

お知ちせ

塗
恥
　
懸

～
．
警
協

固
定
資
産
税
の
納
期

第
一
期
分
は
六
月
に

　
三
月
に
国
会
に
お
い
て
、
固
定
資
産

税
に
関
す
る
法
律
の
改
正
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
法
律
の
公
布
が
遅
れ

ま
し
た
の
で
、
四
十
九
年
度
に
限
り
、

固
定
資
産
税
の
第
一
期
の
納
期
限
を
四

月
で
あ
っ
た
も
の
を
六
月
に
変
更
い
た

し
ま
し
た
。

　
六
月
は
、
町
県
民
税
の
第
一
期
分
の

納
期
限
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
と
重
複

し
て
出
費
が
か
さ
む
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ
し
て
お

き
ま
す
。

福
祉
年
金
の

所
得
状
況
届

〃
・すで月5

さわやかに一家総出で

　体力づくりをしましよう

　
福
祉
年
金
は
毎
年
一
月
、
五
月
、
九

月
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
六
日
か
ら
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
と
し
の
五
月
支

払
い
分
は
六
日
が
休
日
に
な
り
ま
す
の

で
、
翌
日
の
七
日
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
五
月
支
払
分
を
受
領
し
た
ら

毎
年
所
得
状
況
届
を
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
係
で
は
、
次

の
日
程
で
所
得
状
況
届
の
受
付
を
し
ま

す
の
で
国
民
年
金
証
書
を
添
え
て
届
出

て
く
だ
さ
い
。
恩
給
、
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
を
受
給
中
の
人
は
、
そ
の

証
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

麺
く
フ

’

，
－
－
「
影
　
ジ

’二二

＼！ll麟

ぜ

’

〕
虚

6｝

ノ

へ

働

ヤ

　
な
お
、
当
日
届
出
が
で
き
な
い
人
は

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
役
場
福
祉
係
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
日
　
5
月
7
日

　
場
所
と
時
間
　
寺
迫
公
民
館
・
．
午
前

10

栫
`
1
2
時
（
寺
迫
）
▽
老
人
福
祉
館

・
午
前
9
時
～
1
2
時
（
福
耳
、
小
野
田
、

鶴
野
内
）
▽
同
－
午
後
1
時
～
4
時

（
追
野
内
、
八
重
原
、
田
野
、
羽
坂
、

仲
深
）
▽
坪
谷
保
育
所
・
・
午
前
1
0
時
～

午
後
2
時
（
仲
深
、
坪
谷
、
越
表
、
下

渡
川
）老

齢
特
別
給
付

金
の
証
書
交
付

　
明
治
三
十
七
年
一
月
二
日
か
ら
明
治

三
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
と
し
よ
り
に
対
し
て
、
こ
と
し
の
一

月
か
ら
月
額
四
千
円
の
老
令
特
別
給
付

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
の
給
付
金
証

書
を
五
月
七
日
の
福
祉
年
金
所
得
状
況

届
の
受
付
の
日
に
交
付
し
ま
す
。
受
給

資
格
が
あ
る
こ
と
で
請
求
し
た
人
は
も

よ
り
の
場
所
で
受
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
日
か
ら
こ
と
し
の
一
月

か
ら
四
月
ま
で
の
分
の
給
付
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。
印
か
ん
を
持
参
の
こ
と
。

人
事
の
発
令

　
四
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り
職
員
の

異
動
を
発
令
し
ま
し
た
、

　
▽
農
林
課
主
幹
（
総
務
課
付
）
山
口

俊
一
▽
同
（
同
）
清
水
清
▽
住
民
課
福

祉
係
（
同
）
野
原
孝
徳
▽
同
（
農
林
課

振
興
係
）
三
浦
正
教
▽
建
設
課
管
理
係

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税

［
　
期

納
　
期
　
　
五
月
三
十
一
日

（
住
民
課
福
祉
係
）
川
越
洋
▽
国
民
健

康
保
険
病
院
（
住
民
課
保
健
衛
生
係
）

那
須
文
美
▽
東
郷
町
土
地
開
発
公
社
へ

出
向
（
総
務
課
付
）
日
高
今
朝
利
▽
退

職
（
総
務
課
庶
務
係
）
高
森
ミ
キ
エ

善
意
の
と
も
し
び

　
◎
坪
谷
区
の
矢
野
守
さ
ん
か
ら
故
イ

エ
き
ん
の
忌
明
け
に
◎
寺
迫
区
の
橋
ロ

ヤ
ス
子
さ
ん
か
ら
故
邦
男
さ
ん
の
忌
明

け
に
◎
仲
深
区
の
甲
斐
ア
グ
リ
さ
ん
か

ら
故
善
平
さ
ん
の
忌
明
け
に
香
典
返
し

と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
そ
れ
ぞ

れ
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
慎
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
厚
く
お
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

、＿＿。人　口＿＿＿‘

≡　　　49年4月1日現在　　≡

≡　　　　　　　（　　）は対前月比　　　　≡

≡　　　男　　3，393人　1

蓄　　　　　　　　（一24）　≡

垂　女3，642人≡
≡　　　　　　　　（一35）　≡
1総　i数　　7，035人　1

垂　　　　　　　（一59）　≡
≡世帯数　　1，780世帯1

垂　　　　　　　　　（一6）　≡
，」馴馴9隅闘鵬…闘■…lllI・o，1開囲●●・闘欄mI㎜rlr鱒1昏m闘隅脆・＝

騰
馬
三
五

　
　
　
　
　
三
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
一
父
の
名
一
部
落

矢
野
亜
希
子

谷
　
口
　
喜
平

直
野
久
光

竹
　
中
直
美

佐
　
藤

茂

茂
将
　
成

光
　
男

主
　
行

当
　
谷
．

福
　
瀬

〃

寺
　
迫

久
男
．
迫
野
内

結
　
婚
　
お
め
で
と
う

　
　
氏
　
　
　
　
　
名

小
　
　
　
　
良

荒
　
　
竹
　
　
ま
す

　
　
部
落

昭
　
田
　
野

子
　
日
向
市

田
　
　
中
　
　
保
　
　
雄
　
田
　
野

若
　
　
杉
　
　
小
夜
子
　
仲
深

酒
　
　
原
　
　
政
　
　
美

中
　
　
野
　
　
多
美
子

黒
　
　
木
　
　
　
　
守

塩
　
　
月
　
　
春
　
　
江

川谷越吉池阿川直

野口名野北蘇越野

鶴
野
内

　
〃

迫
野
内

鶴
野
内

順保登逸真　　チ岩

　　代　　　　サ

子雄美雄澄進ト生

日田日鶴小仲　福
向　向野野　　〃
市野市内田深　瀬

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

「
：
底
　
　
　
名

直
野
宏
子

山
　
ロ
　
　
ユ
　
キ

　
年
令
一
部
落
1
．

　
　
　
一

　
三
九
福
瀬

八
六
田
野
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